
　立正大学における FD活動は、概して教育の内容と
方法の改善を適正に行うことであり、その目指すとこ
ろは本学独自の特色を生かした優れた教育体系を確立
することです。
　宗祖日蓮聖人の教えを承けた立正大学の建学の精神
は、「真実」、「正義」、「和平」に収斂されますが、これ
を社会において有意義に実践するためには正しい教育
を行い、多くの有為な学生を育成することが肝要だと
思います。
　さまざまな期待をもって本学に入学してきた学生の
皆様に対し、個々の能力に応じた教育を以て、その期
待に応えなければなりません。そのためには、他の大
学とは異なった立正大学特有の教育実践が不可欠です。
　これからは一層、従来の「チョーク ・アンド ・トー
ク」による一方的な講義を主体とする授業形態から、
学生が主体的に参加する「アクティブ ・ラーニング」
の授業形態へと移行して双方向性の成果を求めること
になるでしょう。多くの私立大学は建学の精神を反映

する独自の教育の実践により、その存在の意義を明ら
かにしていますが、その意味では現在の立正大学の教
育課程における自校教育は必ずしも十分とは言えませ
ん。また、外国語の習得は現代社会を生き抜くために
極めて重要であり、相応の能力向上が必須となります。
さらには、適切な職業観 ・勤労観及び職業に関する知
識や技能を身につけるキャリア教育も、大学における
重要な項目として認識されております。
　これらの必須事項をカバーするためには、それぞれ
の学部で異なった内容の語学 ・基礎教育を展開するの
ではなく、立正大学として統一したコンテンツを提供
することが不可欠でしょう。現在、全学共通教育の実
践に向けての基盤整備を目指した検討を始めており、
早期の実現を目指しております。立正大学で学んで良
かった。後輩にも立正大学への入学を勧めたい。社会
に出て立正大学の同窓であることを誇りに思える。学
生の皆様が等しくこのような感慨を得るような教育環
境を一日も早く実現したいと考えております。

平成29年度立正大学ＦＤ活動について
� 立正大学長　齊藤　　昇
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平成28年度 立正大学ベスト ・ クラス賞　授賞者紹介

授与式日時
平成29年３月17日（金）1３:３0～
………………………………………………………………
　立正大学では、平成27年度より教育方法の工夫また
改善に取り組み、質の高い授業を実践したことが認め
られた授業科目および授業担当教員に「立正大学ベス
ト ・クラス賞」を授与し、顕彰しております。

　平成28年度は４つの授業科目が選出され、担当教員へ
の授与式が開催されました。以下、授賞者をご紹介い
たします。

　この講義では、消費者のこころの法則について解説
しています。教員によるスライド解説の時間と学生の
ノート時間を分離するなど、講義に集中しやすい雰囲
気作りに努めてきました。同時に、デモやクイズを多
く取り入れ、講義内容が受講者の日常生活と密接に関
係した興味深いものであることを肌で感じられるよう
工夫を施しました。今後は、講義で学んだ理論や現象
が自分自身の生活や研究にどう活かすことができるの
かについて、自ら考える習慣を身に着けてもらえるよ
うな講義にして行きたいと考えています。

　国際法の授業では、難解な法律用語をわかりやすく
解説するよう努め、重要な国際法用語は穴埋式のレジュ
メを用いて、直接、学生に書き取ってもらい、記憶し
てもらうよう努めた。また、視覚的にもわかりやすく
なるようパワーポイントを用い、図表や写真等を交え
ながら授業を実施した。さらに、関連する最新の新聞
記事を配布し、本授業で今まさに学んでいることが現
実の国際社会やそこで生じている国際問題といかに関
連しているのかを実感してもらえるよう努めた。難解
な理論にもかかわらず、熱心に受講してくれた受講生
に感謝申し上げたい。

　この授業では、心理学の卒業研究に必須となる心理
統計の知識を身につけることを到達目標としています。
心理学部の学生のほとんどは文系出身のため、統計に
は苦手意識が強く、学習への動機づけも決して高くは
ありません。
　そのため、いかにしてわかりやすく伝えるかを考え、
授業を実施しています。特に、統計といえども基本的
な部分は、我々が日常生活で物事を判断したり推論し
たりする際に使用する、思考の道筋の延長であること
がわかるよう、伝え方を工夫しています。「理解でき
た」という体験を通して、苦手だった統計を自ら学ぶ
意欲を高めていってほしいと思っています。

　「入門」の授業をどのように展開しようかいろいろと
試行錯誤した挙句、家族の過去、現在、未来をアメリ
カと日本の比較において講義していくという今の形に
なりました。授業では映画やテレビを使ってアメリカ
と日本の家族の変化を考えます。またゲストスピーカー
をお招きしてお話を伺います。学生のみなさんには毎
回プリントを配り、各回の授業の終わりに気づきやコ
メントを「リアクションペーパー」に書いてもらいま
す。15回の授業をとおして学生のみなさんが「社会学っ
ておもしろい」と感じてもらえたら、これに優る喜び
はありません。

八木　善彦　先生
（心理学部　対人・社会心理学科　准教授）

授業名：消費者心理学
受講者数：87名

廣見　正行　先生
（非常勤講師）

授業名：国際法
受講者数：10３名

永井　智　先生
（心理学部　臨床心理学科　准教授）

授業名：心理学研究法2B
受講者数：102名

鈴木　健之　先生
（非常勤講師）

授業名：社会学の基礎D
受講者数：90名

2 Rissho University  FD News Letter   Vol.19   [August, 2017]



平成29年度 新任教職員ＳＤ研修会　開催報告

日　時：平成29年5月20日（土）10:00～16:00
場　所：品川キャンパス11号館11階第5会議室Ａ ・Ｂ
参加者：27名（教員18名、職員9名）
………………………………………………………………
（研修概要）
　この研修は、本学が掲げる教育ビジョン「モラリス
ト×エキスパートを育む。」を具現化するためのFD ・
SD 活動推進の一環として、理事長 ・学長以下の役職
者が講師を務め実施しました。全学的な観点から大学
運営の理解浸透を図るとともに、各教職員が建学の精
神や大学改革の現状、将来に向けた組織的な取り組み
等を理解し、大学運営および教育研究活動の実践に関
する共通認識を得ることを目的としています。
　また、研修当日は学生食堂にて昼食を兼ねた懇親会
を開催しました。これを機会に教職員間のつながりを
深め、教育方法の改善や研究活動の推進を全学的 ・組
織的に取り組む気運を醸成しております。

　本学のイメージがつかみきれていなかった私にとって、今回の研修は大変勉強になりました。大学役職者から
の説明を受け、考え方や情報を吸収することで、今後の働き方のヒントが得られたと感じています。
　学園ブランディング事業における趣意の1つとして、「立正ならでは」「立正らしさ」など、個性を創造すること
の重要性が挙がりました。個性を持った多くの大学の中で埋もれないためにも「立正ならでは」「立正らしさ」の
定着は重要であり、石橋湛山プロジェクトや鎌倉プロジェクトをはじめとする本学独自の取り組み等、様々な個
性のある企画を作り出していることを知りました。本研修を踏まえたうえで、本学のブランド力向上のために、
新入職員として何ができるかをより一層考えてまいります。
　また、国際交流課で勤務するにあたり、本学における国際交流の現状に関するご説明は、初めて知ることも多
く大変勉強になりました。グローバル化の推進は本学発展への針路の1つとして挙げられており、全学的な取り組
みであることを意識しながら勤務することの重要性を感じました。留学生の受け入れ ・送り出し等、国際交流課
の一員として関わることも多いため、本学における国際交流の発展に貢献できるよう努力してまいります。
　この度新任職員として本学に勤務するにあたり不安もありましたが、本研修に参加したことで、建学の精神や
目指している大学像を知ることができ、本学のイメージをしっかりと掴むことができました。また、昼食会を兼
ねた懇親会では大学役職者の方々から優しく声をかけていただき、リラックスした状態で交流を深めることがで
きました。このような貴重な機会を設けていただいたことに感謝し、学んだこと、感じたことを糧にして、開校
150周年、更にその先に向けて日々の職務に邁進してまいります。

【平成29年度】新任教職員SD研修会プログラム
……………………………………………………………
1．開会挨拶（趣旨説明）
2．立正精神と建学の精神
３．大学改革のビジョンと取組
４．立正大学　教職員としての心得
5．立正大学の組織、ガバナンス、コンプライアンス
6．立正大学の教学の取組
7．立正大学の研究の取組
　　昼食 ・懇親会
8．立正大学の国際交流の現状とこれから
9．学内システムおよび図書館の利用について
10．自己点検 ・評価の取組
11．高大接続 ・入試改革の取組
12．学園ブランディングと開校150周年に向けた取組
1３．閉会 ・挨拶

立正大学のビジョンと取り組み―新任教職員SD研修会に参加して―
� 品川国際交流課　目黒　雄志
……………………………………………………………………………………………………………………………………

研修講師を勤める池上副学長 役員との昼食を兼ねた懇親会
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地球環境科学部の取り組み　教員インタビュー
「学士課程教育の質保証へ向けて―初年次教育・導入教育から学士課程教育への展開―」

〈インタビュー日時〉
2017年7月11日（火）16:10～17:10
立正大学　熊谷キャンパス1号館３階第2会議室

―�本日はお忙しいところお時間をいただきありがとうご
ざいます。早速ですが、まず地球環境科学部における
初年次プログラムについて特徴的な授業をご紹介くだ
さい

　地理学科では、「学修の基礎Ⅱ」において、大学生に求め
られる「聞く力」「書く力」「まとめる力」を専門教育の前
段階としてどのように身に付けさせるかというコンセプト
の基に授業を展開しています。授業の一例としまして、地
理学の基礎的教材やビデオ講座を視聴したうえで、そのま
とめを作成していくという内容がありますが、作成にあたっ
てはペアで学修をさせることにより、コミュニケーション
能力を培わせることも目的としています。
　また、アクティブ ・ラーニングのプロジェクトの中でタ
ブレット端末を導入し、現在も活用方法を模索しておりま
すが、その中で学生にイメージ図を描かせることも多く、
専門的な教育にも入りつつ書く力を身に付けてもらいます。
　環境システム学科の「学修の基礎Ⅱ」は集中科目として
フィールドワークを行います。野外調査は本学部の核であ
り、この授業では難しいテーマを設定したり、実験をした
りするわけではないですが、フィールドワークとはどうい
うものなのかを「体で体験する」ことを重視しています。
　環境システム学科も地理学科も他学部と比較すると履修
前提条件が多く、体系的 ・段階的な学びが出来るように意
識しています。
―�近年の学生の特徴を教えてください
　学年にもよりますが、概ね素直で真面目でおとなしいと

いった印象です。アクティブ ・ラーニングの取り組みもす
ぐには活発化しないのが現状です。リーダー的な学生や友
人関係を把握しつつ、授業に溶け込みづらい学生へのサポー
トが手薄にならないよう配慮しています。また、近年は内
に籠もりやすい学生が多いという印象もあり、徐々に打ち
解けていくことはできますが、いきなり初対面の人とグルー
プを作ると気後れしてしまう学生も多いように感じられま
す。次学年に向けてのグループ作業を順調に進めていくう
えでもコミュニケーション能力の向上は必要不可欠となり
ます。
―�初年次教育をはじめとする「高大接続」におけるカリ
キュラムの特徴をご紹介ください

　環境システム学科では、例えば高校生の時に地学を学ん
でいなくても地形に興味があって入学してくる学生がいま
す。加えて高校時代の勉強内容をそのまま大学に活かすこ
とは難しく、また入学試験で全員が専門科目を受験してい
るわけでもありませんので、入学時の学力差は激しいのが
現状です。もちろん全ての教科の知識を身に付けているの
が理想ではありますが、高校での履修履歴がなくても、十
分に挽回可能なカリキュラムを組んでいますので、大学に
入ってからの学生の頑張り次第です。また、英語と数学に
ついては補習授業も実施しています。
　地理学科では、1年次から2年次にかけての履修登録科目
をアドバイスする際、「地理学概論」「地誌学概論」「アジア
の地誌」等の学科専門基礎科目の取得を促すようにしてい
ます。また、1年次の必修科目である「基礎地図学および実
習」の授業では講義期間と並行して週1回エクステンション
講座を開講しており、授業の補習に加え、授業内容をさら
に発展 ・拡張した質問が出来る環境を整えています。
―�初年次において、学生に身に付けさせたい力は何です
か

　最終的には良い卒業論文を書いてもらいたいわけですが、
頭の良し悪し、それまでの成績の良し悪しではなく、一番
の要は「フットワークが良いこと」です。フィールドワー
クが何よりも重要ですので、空振りに終わってもいいので
データを取ってくる、外に出ないと何も始まらないという
ことを意識させています。これは就職活動にも言えますが、
足で稼ぐことは非常に重要です。
　環境システム学科では「自らが積極的にフィールドに赴
き、自然環境を身を以って体験する科目を配置する」、地理
学科では「フィールドに出て地理的関心を高める科目を配
置する」というカリキュラムポリシーがそれぞれ設定され

� 地球環境科学部環境システム学科　須田　知樹 教授
� 地球環境科学部地理学科　山田　淳一 講師
……………………………………………………………………………………………………………………………………

環境システム学科 須田先生（左）地理学科 山田先生（右）
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ており、フィールドにおける地域調査と、その前段階にあ
たる資料調査 ・分析方法を学ぶ科目を初年次から学生の段
階に合わせて実施しています。将来的には資格取得にも結
び付けられるように、積極的に行動をしてもらいたいです。
―�学生さんの取り組み意欲や意識の変化は実感されてい

ますか
　環境システム学科では、1年次にはフィールドワークで何
をしたらいいのかわからなかった学生が、早ければ３年次か
ら先輩の卒論研究に同行して自ら行動し、スキルを身に付
ける姿を見ています。自発的に動いたことによって成長し
たことを実感し、成長したことによりまた動くという良い
スパイラルが生まれてくる学生は、飛躍的に伸びて卒業し
ていきます。また、実験室に入ると先輩が実験をしており、
その背中を見て育っていく学生もいます。
　地理学科では３、４年生をセットにしたセミナー運営を実
施しています。４年生の発表の様子や、どのような研究をし
ているのかを学び、またこれから研究をしようとする内容
について先輩からアドバイスをもらったり意見交換をした
り、という授業展開を行っています。
―�初年次教育全体を経て、学生の成長の成果をどの程度

感じていらっしゃいますか。また今後の課題等がござ
いましたら教えてください

　環境システム学科では1年次（前期）には環境系の科目が
存在しません。その際、入学時の興味 ・関心が薄れてしま
う学生が散見されます。早い段階から環境系の科目を導入
し、意欲の向上を狙うという手段も考えられますが、やは
り理科的な基礎知識をしっかりと身に付けたうえで、専門
的な知識を修得して欲しいと思います。

　地理学科では、学生自身がテーマを決めて地域を調査す
る力、また地域連携の調整力を身に付けさせることを目標
としていますが、成果をどのように見るかを考えてみると、
地理基礎巡検やフィールドワークに加え、大学教育再生加
速プログラム（AP）事業の中で行っている「学生研究プ
ロジェクト」の存在は大きいです。学年混合で構成し、1年
次から参加可能ですので、先輩の研究を学びつつ、自分自
身の興味 ・関心を掘り起こし、また見つめ直す機会にも繋
がっています。

―�AP事業を推進していく中で、どのような成果が感じ
られますか

　地理学科では、高校で地理を学んでこなかった学生に向
けて、また予習 ・復習を学生自ら取組むために、アクティ
ブ ・ラーニングのひとつである「反転授業」の体制が整っ
ています。学生のアンケートからも役に立っているという
回答が多く、徐々に成果が上がってきています。また、ルー
ブリックも学生自身が現在の到達度をわかりやすく把握で
き、有効活用が広がっています。

　高校では既にアクティブ ・ラーニングが活発に実践され
ています。本学においてもタブレット授業に代表される新
しい形態の授業が、より大学の専門教育に活かせていける
ように、また野外調査におけるタブレットの活用の検討等、
どのような場面で新しいツールを生み出せるのか、常に意
識し続けることを大切にし、今後も試行錯誤を続けていき
たいと思います。
―�最後に将来の展望をお聞かせください
　地理学科では、自然保全活動に関わる方々や、企業 ・市
役所での聞き取り調査を行いますが、その参加メンバーと
して他学部の方々がいても良いのではないかと考えていま
す。単位化の問題や関係各署とのスケジュール調整の問題
は残りますが、学部毎で区切るのではなく熊谷キャンパス
での活動に興味のある方を初年次から幅広く募り、様々な
観点から積極的に活動していくこともアクティブ ・ラーニ
ングに繋がると思います。
　環境システム学科は理系の学科ということもあり、演習
の時間が足りていないのが現状です。カリキュラムの工夫
も大切ではありますが、それを補う手段として e-learning
やタブレットを活用した演習システムを構築できないか模
索しています。コンテンツの収集 ・更新が課題ですが、各
学生が空いている時間を有効的に活用し、勉学に励めるよ
う問題の解決に努めていきたいと思います。
―�ありがとうございました

　　　インタビュアー
� 総合経営企画課　大石大祐　木戸朋克

環境システム学科 フィールドワーク

地理学科 基礎巡検（浅間山火山）
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平成29年度  ＦＤ推進ワークショップ　参加報告

１．問題提起「高大接続改革の動向について」
　松本氏は文部科学省「大学入学者選抜に関する協議」
委員、独立行政法人大学入試センター運営審議会委員
を務める立場から、高大接続改革の背景、動向から、
「高校生のための学びの基礎診断（案）」「大学入学共通
テスト（仮称）」について説明していただきました。
「共通テスト」では記述式問題の導入により、難易度が
高められると予想されることから、選抜性の高い大学
を除く多くの私立大学では、「共通テスト」が、識別性
の低いテストとなり、有効に活用できなくなる可能性
が高くなることの懸念や、英語の４技能試験に関して、
民間の認定試験の結果をCEFRの段階評価を大学に提
供することになっているが、さらに細かな多段階評価
を導入することが望ましいこと、主体性を評価できる
項目を調査書に加えることはもちろん、調査書の電子
化やインターネット出願のためのインフラ整備を行う
ことが必要不可欠等、提起されました。
　また、入学前教育については、「高校生のための学び
の基礎診断（仮称）」の徹底的な活用によって、高校卒
業生の学力を保証し、将来的に入学前教育が不要とな
る教育体系整備を図ることも明記される必要があると
説明がありました。その上で、初年次教育は、高校教
育との接続 ・転換教育として、高大接続改革のいかん
に係らず、大学のカリキュラムに必要であるとの見解
が示されました。

2．事例紹介「入試改革に職員が果たす役割」
　法政大学の紹介や多様な入試制度、高校生対象の学
部ごとのイベント紹介、学生による学生支援（ピアサ
ポート、学習ステーション）等、さまざまな取組みを
紹介していただきました。また、スーパーグローバル
大学創成支援に採択されている大学として、グローバ
ル系入試制度（海外高校指定校推薦、英語学部試験利
用自己推薦特別入試、国際バカロレア利用自己推薦入
試等）を導入し、入試課と国際入試課の2課体制で実施
している旨、紹介されました。
　新しい入試制度の導入は、同時期に全学部統一で導
入とはならず、導入した学部の動向等を受けて他学部

へ波及していくことが多く、その中において、職員は
学部と学部をつなぎ、教職協働を実現することにおい
て大切な役割だと話されました。

３．グループ討議
⑴�　アドミッション・ポリシーの策定と運用の取組事例
　そもそも３つのポリシーは何のために策定が必要なの
かという意見から、どの大学も似通った内容になりが
ちであるという意見が出されつつも、どの大学も策定
し、ホームページや冊子物等で掲載、明示していると
の共有がなされました。また、今後、どのように運用
していくのか、受験生やその保証人、社会に対してど
う理解してもらうのかが必要であるとの意見が出され
ました。
⑵　入試改革の現状と展望
　各大学、個別入試ではさまざまな工夫しているよう
で、その中で、これからは、「グローバル」が1つのキー
ワードになるのではないかという意見が出されました
が、アドミッションポリシーに沿った入試制度の検討
が必要になるとの意見も出されました。
⑶　入学前教育の効果と課題について
　どの大学も推薦系合格者（AO入試含む）に対して、
学部ごとで、課題図書や英語等の課題は課しているが、
その効果検証を行っている大学は少ない。全学で統一
した課題の導入は、学部で求める人材が違うことがあ
るため困難ではないかとの意見も出されました。スタ
ディアプリでの課題を検討している大学もあるとの紹
介がありました。
⑷　初年次教育の効果と課題について
　⑶同様に学部ごとで初年次教育を実施している大学
が多く、英語科目のクラス分けも、ほとんどの大学で実施
しているとの紹介があった上で、2年次以降も継続する
必要があるのではないかという意見も出されました。

� 社会福祉学部事務室　坂上　豪洋
……………………………………………………………………………………………………………………………………

平成29年度FD推進ワークショップ（新任教職員向け）
　　新たな時代にふさわしい高大接続の実現
　　　　　　～学習意欲 ・学力向上の視点から～
開催期日：平成29年6月17日（土）
開催場所：TKP東京駅日本橋カンファレンスセンター
本学からの参加者：教員４名、職員2名

当日プログラム
1．問題提起「高大接続改革の動向について」
　　松本亮三氏（�連盟「教育研究委員会」委員長、東海

大学観光学部教授）
2．事例紹介「入試改革に職員が果たす役割」
　　菊池克仁氏（法政大学入学センター長）
３．グループ討議
４．総括
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アンケート結果報告

■新入生アンケートの実施について
　本年度より、新入生アンケートをWeb アンケート
方式に変更しました。回答率は全学で9４.2％と高い水
準を維持し、実施方式の変更による大きな弊害はあり
ませんでした。

■新入生アンケートから見えるもの
　大学全体のデータを俯瞰した際の特徴として、これ
から始まる大学生活への不安に対する設問において、
学修に対する不安を抱える割合が、AO ・ 推薦 ・ 特別
入試合格者でいずれも85％以上と、S方式 ・一般入試
合格者と比較して20ポイント以上多いことが挙げられ
ます。（図1）
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どうか

その他

図1 これから始まる大学生活で不安に思って

いることは何ですか︖

AO 推薦 S方式 一般 特別 付属準付属

　一般的に早期に進学が決定する入学生と、Ｓ方式 ・
一般入試を経て入学する学生との間に学力差があるこ
とが指摘されており、早期合格者に対する十分な入学
前教育等の措置が求められています。
　現在、各学部が独自の入学前教育を実施しています
が、同じスタートラインに立つうえでの不安を解消す
るには至っていないことが伺えます。

　実際の学力に基づくものではなく、あくまでも意識
レベルでの不安であるため、この乖離を根本的になく
すことは困難ですが、入学者受入れの方針（AP）の
整備と、それに基づく入学前教育コンテンツの充実を
図ることで、具体的な能力とレベルの目標値が提示で
きれば、実質的効果が期待できるものと推察されます。

■４年生満足度アンケートの実施について
　2016年度４年次在籍者を対象に、調査票によるアン
ケート調査を実施しました。回答率は全学で67.7％と
なりました。

■４年生満足度アンケートから見えるもの
　各学部の授業内容に関する満足度は概ね評価が高く、
全学的に見ても9割以上が満足しているとの回答があり
ました。（図2）
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図2 学部（学科）での授業内容についての満足度

大変満足（4点） やや満足（3点）
やや不満（2点） 大変不満（1点）

　しかしながら、汎用的能力の獲得実感を問う設問に
おいては、「専門的知識・技能」が授業の満足度と同様
に9割以上で獲得実感があるのに対し、「国際的な視
野」、「外国語運用能力」、「倫理観 ・仏教観」で半数以
上の学生から獲得実感がないとの回答が得られていま
す。（図３）
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図3 大学および所属学部・学科の教育を
通した汎用的能力獲得実感（4点満点）

全学4点 全学3点 全学2点 全学1点
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知識・技能 

国際的な 
視野 

外国語運用
能力 

倫理観・ 
仏教観 

　「外国語運用能力」は特にその数値が顕著であり、学
生の期待に十分に応えられていない状況が伺えます。
語学力の向上と自校教育の強化を図るとともに、卒業
時にその成果が実感できる、４年間を通じた継続的な学
修環境の整備が求められています。
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　４月28日（金）本学品川キャンパスの石橋湛山記念講
堂で、公益財団法人大学基準協会（JUAA）主催の大
学評価実務説明会が開催されました。本学教職員を含
め４00名近くの参加があり、講堂は殆ど満席となりまし
た。
　初めに齊藤昇学長の開会挨拶があり、続いて大学基
準協会より内部質保証に関しての説明が行われました。
来年度より始まる認証評価第３期を迎えるにあたり、内
部質保証システムの有効性をより重視する評価を目指
しており、新たな10の大学評価基準においては「内部
質保証」を2番目として取り上げたことなどの説明があ
りました。
　また、全学的観点による自己点検 ・評価をより確実
に行うためには、各学部・研究科が実施した自己点検・
評価を全学的に総括し、優れた点や問題点を整理し、
将来に向けた方策を見定める必要性について言及がさ
れました。
　質疑応答、休憩の後は、評価資料準備および大学評
価の申請手続等についての説明がされました。点検 ・
評価報告書の作成にあたって過不足のない根拠を明示
することや第三者に分かりやすい記述の仕方が必要で

あること、評価資料である大学基礎データのフォーマッ
トが一部変更になったこと、さらに申請書や評価資料
の提出期限、実施調査への対応などの今後のスケジュー
ルについての説明がありました。
　説明会終了にあたって、大学基準協会の事務局長工
藤潤様から閉会の挨拶があり、閉会しました。

　本年度より自己点検 ・
評価室および政策・ IR担
当の業務が統合され、総
合経営企画課として生ま
れ変わりました。FD 活
動の推進に代表される全
学横断的事業のほか、大
学経営に関する有効な情
報収集や、分析、企画立
案を行うとともに、統合的な情報の整理 ・共有化に取り組ん
でいます。
　また7月より品川キャンパス1号館2階に移動し、新しい環境
の中で日々業務を行っています。総合経営企画課には現在7名
の職員がおり、個性豊かで明るくアットホームな職場です。

　今回人生初めての試みで、編集という業
務に携わらせていただきました。本誌を他
の職員と共に創り上げていく中で、少しで
も多くの方にご一読いただけることを目標
に、フォーマットおよび内容の刷新に取り
組んで参りました。内容考案から始まり、
執筆者への依頼、文章校正、印刷までの一
連の過程で関わった全ての方の協力なしで
は、決してここまで創り上げることはでき
なかったと確信しています。皆様、本当に
ありがとうございました。今後もさらに多
くの方々に目を通していただけ
るよう改善を重ね、より良いも
のを創造していきたいと思って
いますので、引き続きご愛読を
よろしくお願いいたします。
� （相原百合絵）

事務局紹介

編集後記

大学基準協会説明会開催報告� NEWS FILE

齊藤昇学長による開会挨拶
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